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と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

七
月
六
日
か
ら
十
四
会
場
で

基
本
テ
ー
マ
「
総
合
計
画
の
見
直
し
」
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地区広聴会日程
　　　　（時間：夜7時30分～9時30分）

　
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
る
地
区
広

聴
会
は
、
七
月
六
日
か
ら
八
月
十
日

ま
で
の
間
に
、
地
区
振
興
会
を
単
位

に
十
四
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

　
今
年
の
基
本
テ
ー
マ
は
『
総
合
計

画
の
見
直
し
』
と
し
、
提
起
さ
れ
だ

課
題
や
要
望
に
つ
い
て
、
今
年
度
予

定
し
て
い
る
十
日
町
市
総
合
計
画
の

見
直
し
作
業
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で

す
。　
時
間
は
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

開　　‘崔　　日

地区． 会　　　　　　場月 日 曜日

7 6 金 中　条 中　条　地　区　公　民　館
〃 9 月 吉 田 吉　　田　　中　　学　　校
〃 13 金 東下組 東　下　組　小　学　校
〃 16 月 飛　　渡 克雪管理セ　ン　タ　ー
〃 17 火 新　座 新　　　座　　　分　　　館
〃 20 金 大井田 大井田コミュニティセンター
〃 24 火 六　，箇 羽　　　根　　　川　　　荘
〃 26 木

軸繭　　　　　　　◎

局　　山 高　山　共　栄　会　館
〃 27 金 下　条 下　　条　　中　　学　　校
〃 31 火 美佐島 江道・猿倉集落センター

8 3 金 八　箇 八箇集落開発センター
〃 6 月 水

．
沢
． 水　沢　地　区　公　民　館

〃 7 火 川　　治 川　治　地　区　公　民　館
〃 10 金 十日町 市　　　民　　　会　　　館

九
時
三
十
分
ま
で
の
二
時
間
。
運
営
・

進
行
は
、
振
興
会
に
お
任
せ
し
、
基

本
テ
ー
マ
と
各
地
区
の
集
約
さ
れ
た

問
題
点
や
将
来
構
想
な
ど
重
点
事
項

を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
地
区
に
つ
い
て
は

振
興
会
組
織
が
な
い
た
め
、
事
前
に

実
施
す
る
嘱
託
員
単
位
の
要
望
事
項

（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
に
基
づ
い
て
行
い

ま
す
。

　
市
側
か
ら
は
、
市
長
・
助
役
・
収

入
役
・
教
育
長
・
部
長
な
ど
が
出
席

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
広
く
お
聞

き
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
機
会
で

す
。
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
過
去
五
回
の
広
聴
会
に
は
、

の
べ
七
、
四
六
一
人
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
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晒剛…ヨo

の
〃
㎏
和
五
士
ハ
年
度
に
排

等
を
水
設
備
工
事
．
責
任
技
術

者
続
．
者
．
主
任
配
管
工
』
の
登

術
手
録
を
さ
れ
た
方
は
、
登
録

技
新
期
間
が
八
月
一
二
＋
百
で

任
更
満
了
と
言
ま
す
の
で
、

責
録
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

事
登
さ
い
．

排水設備工・
写
真

・
登
録
証
票

登
録
手
数
料
　
・
責
任
技
術
者
…
二

千
円
　
・
主
任
配
管
工
…
千
五
百
円
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更
新
手
続
き
受
付
期
間

七
月
二
日
㈲
～
十
二
日
㈲

更
新
に
必
要
な
も
の

・
登
録
更
新
申
請
書
（
市
・

一
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）

・
住
民
票
抄
本
…
一
通

（
ラ
イ
カ
版
）
…
二
枚
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七
月
二
日
㈲
の
市
民
と
語
る
日
は

　
　
　
　
　
“
観
光
の
振
興
”
を
テ
ー
マ
に

施
設
見
学
申
込
受
付
中

親
子
・
個
人
、
（
％
・
％
・
％
）
・
団
体
（
％
・
％

％
・
％
・
％
）
コ
ー
ス
と
も
ゆ
と
り
カ
あ
り
ま
す
。
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市
の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

市
民
と
語
る
日
の
三
回
目
は
、
　
「
観

光
振
興
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
七
月
二
日
㈲
午
後
四
時
～

六
時
ま
で
ク
ロ
ス
ー
〇
三
階
、
第
二
会

議
室
に
お
い
て
座
談
会
形
式
で
行
い

ま
す
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
の
オ
ー
プ
ン
、
当
間
高

原
開
発
へ
の
着
手
、
さ
ら
に
は
き
も

麗蘇灘灘．懸翻㈱
15日十日町木工㈱十日町西給油所
22日龍巳石油仙田給油所

　　㈱山松商店十日町バイパス給油所

　　小林石油㈱十日町給油所

29日川西農協川西農協給油所

　　㈱村山石油十日町給油所
　　㈱村昭石油住吉給油所

　　　　雛1鯛麟嚢灘醸
1日大渕石油店栄橋給油所

　　十日町石油㈱十日町第一給油所

　　㈱村山商会燃料センター

8日長谷川石油㈱下条給油所
　　㈱村昭石油十日町給油所
　　恰）アイランド商会上島給油所

15日㈱山田屋商店四日町給油所

　　㈱新潟ケンベイ美雪町給油所

の
産
業
首
都
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、

観
光
振
興
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を

は
か
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
市

の
観
光
対
策
の
進
め
方
、
施
設
整
備

の
あ
り
方
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
方
々

を
は
じ
め
、
積
極
的
に
フ
リ
ー
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

／　　　　　』1・…・鵬　　　　　　　　　　＼

　各種相談べ
〈交通事故相談〉　7月2日（月）

〈定例行政相談〉　7月19日休）

〈巡回内職相談〉　7月20日㈹

　　いずれの相談も

時間　午前10時～午後3時

会場　市役所市民相談室

　下丁
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愛の献血助け合㌧》運勲

　　　難　灘難

7月1日～7月31日

　
私
た
ち
の
か
ら
だ
の
中
を
流
れ
て
い
る
皿
液
は
￥
そ
れ
な
し
で
は
生
き

て
い
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
命
の
根
源
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
．

何
十
兆
と
い
う
細
胞
の
中
を
流
れ
．
髪
の
毛
の
五
十
分
の
一
く
ら
い
し
か

な
い
毛
細
皿
管
の
中
さ
え
通
っ
て
．
生
命
活
動
に
必
要
な
す
べ
て
の
も
の

を
か
ら
だ
の
す
み
ず
み
に
ま
で
お
く
り
と
ど
け
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
輸
皿
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
献
皿
と
は
￥
皿
液
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
が
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
輸
皿
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
￥
健
康
な
人
が
￥
代
償
を
期
侍
し
た
り

強
制
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
す
す
ん
で
自
分
の
皿
液
を
提
供
す
る
行
為

を
い
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
上
で
．
一
番
大
切
な
の
は
＼
健
康
を
守
る
こ

と
と
心
の
豊
か
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
献
皿
に
よ
っ
て
．
病
気
や
ケ

ガ
で
輸
皿
を
必
要
と
す
る
人
に
皿
液
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
．
そ
の
人
の

心
の
豊
か
さ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
す
ん
で

　
　
　
　
　
献
血
し
ま
し
ょ
う
〃
”

　
献
血
に
協
力
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
は
あ
っ
て
も
、
一
度
に
二
〇
〇
謡

と
聞
く
と
、
不
安
に
思
え
て
尻
込
み

す
る
人
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
体
内
を
流
れ
て
い
る
血

液
の
量
は
、
男
性
は
体
重
の
約
八
％
、

女
性
は
約
七
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
体
重
六
〇
㎏
の
男
性
の
場

合
は
四
、
八
○
○
謡
、
五
〇
㎏
の
女
性

献血の輪が広がっています
　〈十日町市の献血本数の推移〉

滞、
献血は心の贈りもの

　　　◎

の
場
合
は
三
、
五
〇
〇
謡
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
血
液
量
の
十
分
の

一
以
内
の
失
血
で
あ
れ
ば
、
医
学
的

に
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
二
〇
〇
謡
の
献
血
は
、
健
康
の

上
か
ら
は
な
ん
ら
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
献
血
し
た
あ
と
、
貧
血
な
ど
の

不
快
感
を
訴
え
る
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
む
し
ろ
心
理
的
な
影
響
に
よ

四
、
一
二
二
本

8575弱蕊
↓
度

騒
年
3525

四
、
二
七
本

〉醜oo2に本U

三
、
一
九
八
本

三
、
三
二
四
本

三
、
二
六
〇
本

二
、
七
八
四
本

二
、
三
五
八
本
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o
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Q
Q
　
Q
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o
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Q
Q

謁
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障
δ
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藻
　
　
獲
鷺
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G
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傷
乙

あなたの血液型は何型？

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
献
血
後
の
体
内
循
環
血
液
量
は
お

よ
そ
二
～
三
時
間
で
回
復
し
、
遅
い

場
合
で
も
四
週
間
く
ら
い
す
れ
ば
回

復
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

献
血
は

　
健
康
管
理
に

　
　
　
つ
な
が
り
ま
す

◆
生
化
学
検
査
サ
ー
ビ
ス
◆

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
血
液
セ
ン

タ
ー
で
輸
血
用
血
液
と
し
て
の
安
全

を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
の
ほ
か
に
、

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量
な
ど

五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
生
化
学
的
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
は
「
生
化
学
検
査
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
っ
て
、
献
血
者
の
健
康

管
理
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

献
血
し
た
つ
ど
、
提
供
さ
れ
た
血
液

中
の
状
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て
標
準
値
と
本
人
の
数
値
を
比

較
し
た
も
の
を
連
絡
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
献
血
者
に
は
、
こ
の
検
査

ABO式血液型 RH式血液型 日本人の割合

A Rh十 39．80％

A Rh一 O．20％

B Rh十 19．90％

B Rh一 O．10％

O Rh十 29．85％

O Rh一 0．15％

AB Rh十 9．95％

AB Rh一 O．05％

／血液の使われ方一

　従来輸血といえば全血の形で輸

血することが主でしたが、血液学、

輸血学の進歩で、血液成分療法の

時代になりました。

　この療法は、その患者が血液の

どの成分が最も必要であるかをみ

て、その必要な成分を輸血するの

で、有効率が高まり、またからだ

に対する負担が少なくなります。

　　　　　（爬裡1

デ
ー
タ
を
記
録
し
て
お
く
カ
ー
ド
も
　
　
は
、
献
血
者
全
員
に
対
し
て
行
わ
れ

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
の
つ
ど
　
　
ま
す
の
で
、
自
分
の
健
康
状
態
が
良

ご
と
に
長
期
的
な
変
化
を
見
る
こ
と
　
　
い
か
悪
い
か
、
ま
た
病
気
の
早
期
発

が
で
き
ま
す
。
こ
の
検
査
サ
ー
ビ
ス
　
　
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。

、
…
－
…
…
・
生
化
学
検
査
は
こ
の
項
目
を
…
…
」
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ロ

　

一
圏
血
清
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
…
肝
臓
に
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
他
の
臓
器
…

ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

…
に
も
あ
る
程
度
含
ま
れ
る
酵
素
の
こ
と
。
こ
れ
ら
の
臓
器
が
悪
く
な
る
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ

一
細
胞
か
ら
こ
の
酵
素
が
で
て
い
く
た
め
、
血
液
中
の
量
が
、
小
え
る
こ
と
が
…

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

…
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ

い
囹
ア
ル
カ
リ
フ
ォ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
…
腸
、
腎
臓
、
脾
臓
な
ど
に
分
布
し
て
皿

ロ

…
い
る
酵
素
で
、
特
に
骨
が
新
生
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
そ
の
量
が
増
し
、
妊
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
娠
の
と
き
に
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
酵
素
は
肝
臓
か
ら
胆
汁
の
中
一

ロ

…
に
排
串
さ
れ
ま
す
の
で
、
肝
臓
や
胆
道
が
悪
く
な
っ
た
と
き
も
血
液
中
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
量
が
ふ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
囹
総
蛋
白
T
P
…
健
康
な
人
の
血
清
蛋
白
量
は
ほ
ぽ
一
定
で
す
が
、
病
気
…

ロ

…
な
ど
で
栄
養
が
悪
く
な
る
と
少
な
く
な
緋
ま
す
。
ま
た
血
清
蛋
白
は
大
き
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

ロ

一
く
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
グ
ロ
ブ
リ
ン
に
分
け
ら
れ
、
健
康
な
人
で
は
、
そ
の
割
…

ロ

…
合
は
あ
る
範
囲
に
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
病
気
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
割
合
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

り

一
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ロ

…
囹
尿
素
窒
素
…
蛋
白
質
は
、
栄
養
素
と
し
て
か
ら
だ
の
な
か
で
利
用
さ
れ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

皿
た
あ
と
、
尿
素
に
な
っ
て
賢
臓
か
ら
尿
中
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
腎
臓
の
働
き
が
悪
い
と
尿
素
（
尿
素
窒
素
）
が
血
液
中
に
ふ
え
ま
す
し
、
　
…

コ

…
ま
た
、
が
ら
だ
の
な
か
で
蛋
白
質
が
多
く
こ
わ
れ
る
よ
う
な
と
き
に
も
、
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
－

甲

　　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　囎　　　　　一　　　　　冒　　　　　甲　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　噂　　一　　一　一　｝
一噌一｝

眠
　
墜
　
9
　
1
　
1
　
じ
　
陰
　
量
　
－
　
陰
　
塗
　
量
　
昏
　
陰
　
ー
　
1
　
陰
　
ー
　
ー
　
巳
　
」
　
ー
　
9
　
1
　
豊
　
肇
　
匹
　
－
　
屡
　
匿
　
I
　
l
　
ー
　
【
　
塵
　
o
　
ー
　
匿
　
謄
　
唖
　
駿
　
盛
　
昌

回
コ
レ
ス
テ
麟
ー
ル
…
血
液
脂
肪
の
な
か
の
｛

つ
で
、
脂
肪
の
多
い
食
事
を
長
期
問
続
け
て
い

る
人
や
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵
臓
、
胆
道
な
ど
の

病
気
の
と
き
な
ど
に
も
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
多
く
な
る
と
、
血
管
に
変
化
が
お
こ

に
関
連
し
た
病
気
が
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

り
、
こ
れ
が
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
、
血
管
系
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

　
　
　
　
　
　
1
｝
ー
酢
，
匪
匹
ー
1
酢
o
l
I
陰
陰
ー
1
匹
曇
陰
I
l
奮
I
I
I
塗
一
I
I
陰
ー
㌧



（3）II”1川ll””1川Illとお．ガ夢36ぢ」田ら1だ’頚llll川1川川ll““”1“川lmIlll”Ilmll“ll“lml“1“”lllll“1“1川1“lmllll川ll川lml”lll“IIlllll川1“”lllllml“川11昭和59年6月25日

■
献
血
で
き
る
人

　
満
十
六
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満

の
方
は
だ
れ
で
も
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
つ
ぎ
の
方
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

○
低
比
重
の
方

〇
一
ヵ
月
以
内
に
献
血
し
た
方

○
過
去
六
ヵ
月
以
内
に
出
産
さ
れ
た

方
、
現
在
妊
娠
中
の
方
。

o
体
重
が
男
子
四
十
五
㎏
、
女
子
四

十
㎏
以
下
の
方
。

○
最
高
血
圧
一
〇
〇
以
下
の
方
。

○
黄
疸
や
特
殊
な
病
気
を
し
た
こ
と

の
あ
る
方
。
　
（
食
後
一
時
間
以
内
の

採
血
は
で
き
ま
せ
ん
）

ロ
献
血
さ
れ
た
方
に

○
赤
い
表
紙
の
献
血
手
帳
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

o
血
液
検
査
や
貧
血
検
査
を
無
料
で

行
い
、
後
日
個
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す
。○
梅
毒
検
査
や
肝
機
能
検
査
を
し
て
、

異
常
の
あ
る
方
に
、
個
人
通
知
を
し

て
い
ま
す
。

〈待ち時間を除き約20分間でおわります〉〈献血のながれ〉

殴

釦

①　受付
　献血者カード記入

受付時間は午前10時～12時、午後1

時～3時。ただし、商工福祉会館だ

けは午後4時まで受付。

一明日といわず今献血を一

紗
←

②　体重測定
　血液比重検査

釦

③　血圧測定、問診　　（採血可否決定）

　
　
一
場

　
　
”
エ

　
…
セ
丑
寮

　
騨
ユ
㈱
㈱
公
会
銀
校

　
　
コ

鞭
大
島
滝
水
商
大
＋

6月27
　　　28

　　　29

7月1
　　　　3

　　　　5

　　　14

↑

Ψ　　　
b）

逗

釦

④採血⑤　休憩　献血手帳等交付

　つぎのような悩みをお持ちの方は、お

気軽におでかけください。代理の方でも

結構です。

○ノイローゼ気味で眠れな）㌔

○仕事をしなくなり、人に会うのをいや

　がる。

○他人のことや、さ細もないことが気に

　なる。

○情緒不安定で乱暴をする。学校へ行か

　ない子供。

○その他

■日時　7月19日㈲午後1時半～3時
■会場　十日町保健所（下図参照）

■担当　中条病院佐賀医長

※相談は無料、秘密は厳守されます。

■問い合わせ十日町市役所保健衛生課
　　　　　（盈57－3111番㊥502）

　なお、十日町市役所では随時相談に応

じていますのでご利用ください。

〈十日町保健所位置図〉

溜
　　至津南町

圖匝壷
　
ゐ端
□

国

□当
至小千谷

，菖

1！十日町総合庁書
’，

県立

十日町病院
脳　　　至津南
r！

μ
3
！

十日町駅

舎

園
脳
劃

蝿健所
ヒ南家具盟L

　
　
　
　
　
き
ハ
堕

　
　
　
　
　
顎

　
ノ
〃
冶
助
ヲ
∠
㍉

　
　
　
　
　
一
信

　
　
　
　
　
至
松
代
町

　
　
　
　
　
、
趣

　
　
　
　
　
墓

〆
N
・

国
民
年
金
と
つ
な
が
る
公
的
年
金
制
度

　
　
　
　
　
　
　
1
も
う
一
度
加
入
期
間
の
確
認
を
ー

　
あ
な
だ
は
、
過
去
の
厚
生
年
金
保

険
期
間
な
ど
忘
れ
て
い
る
加
入
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
短
い
加
入
期
間
で
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
年
金

制
度
は
、
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
加
入
期

間
を
つ
な
ぎ
、
通
算
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
加
入
者
の
た
め
の
通
算
制
度

　
現
在
、
二
十
歳
以
上
の
人
は
、
だ

れ
も
が
必
ず
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度

に
加
入
し
、
老
後
の
所
得
保
障
と
し

て
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
い
人
生
、
ひ
と
つ
の

職
業
を
ず
っ
と
続
け
る
人
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か

ら
自
営
業
と
い
う
よ
う
に
、
職
業
を

替
え
た
人
は
、
加
入
す
る
年
金
制
度

も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
つ
の
年

金
制
度
だ
け
で
長
期
の
加
入
期
間
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
人
も
で
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
年
金
制

度
の
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

各
年
金
制
度
の
加
入
期
間
を
合
わ
せ

て
、
一
定
の
年
数
に
な
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
か
ら
加
入
期
間
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨

　
　
　
　
、
ノ
　
　
　
　
賦

　
　
　
一
。
。
を
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

燦
＠

乙ひ

7
徽
　
霧

通算25年
国民年金時代17年

　　　　　　　厚

通算老齢

年金を受

給する

た
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
年
金
を
通
算
老
齢

年
金
と
い
い
ま
す
。

●
通
算
対
象
と
な
る
制
度

◎
国
民
年
金
　
◎
厚
生
年
金
保
険

◎
船
員
保
険
　
◎
国
家
公
務
員
共
済

組
合
　
◎
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

◎
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
　
◎

公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
　
◎

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

　
な
お
つ
ぎ
の
よ
う
な
期
間
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
国
民
年
金

子
ー
の
脇

歯
好
・

　
ヤ
　
　
ナ

し
劉
よ
を

　
￥
診
し
健
な
郡

の
の
3

歯
翻
し
3
む
ー

・
加
入
し
た
期
間
の
合
計
が
、
一
年

に
茜
た
な
い
と
き

　
、
マ
●
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険

・
加
入
し
た
期
間
の
合
計
が
、
一
年

に
満
た
な
い
と
き
　
・
脱
退
手
当
金

を
受
け
た
期
間
　
・
昭
和
三
十
六
年

四
月
一
日
以
降
、
ど
の
年
金
制
度
に

も
加
入
し
な
い
と
き
の
昭
和
三
十
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

●
各
共
済
組
合

・
一
年
以
上
ひ
き
つ
づ
い
て
い
な
い

期
間
　
・
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
退
職
し
た
期
間

氏’名 住所． 保護者名

野本由香 本町6丁目3 修

宮島あや 千代田町 享

　　まこと
岩崎　周 関口樋口町 敏彦

西野洋平 本町5丁目 伸一

生越美奈 八幡田町 常夫

大嶋要子 四日町新田第3 明

小林寛道 城之古第2 実

小山隆弘 北鐙坂第1 邦彦

　　はじめ
酒井　大 南　鐙．坂 正

宮沢宏明 伊達第4 利夫
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農
業
委
員
会
の
委
員
選
挙
は
、
全
国
統
一
選
挙
に
よ
り
、
七
月
十

五
日
㈹
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

▼
立
候
補
の
届
出

　
農
業
委
員
選
挙
の
告
示
日
は
七
月
八
日
㈲
で
す
。
当
該
委
員
の
候

補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
は
、
当
該
選
挙
の
期
日
の
告
示
が
あ
っ
た

日
に
、
郵
便
に
よ
る
こ
と
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で
。
受
付
場
所
は

十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
検
診
室
（
二
階
）
で
す
。

▼
立
候
補
届
出
事
前
説
明
会

　
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
は
、
事
前
に
選
管
か
ら
届
出
用
紙
の

交
付
を
受
け
、
は
や
め
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
説

明
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
◎
日
時
　
六
月
三
十
日
ω
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
◎
場
所
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室
（
三
階
・
南
側
）

▼
明
る
い
選
挙
・
き
れ
い
な
選
挙
を
…
…
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の

身
近
か
な
代
表
で
す
。
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

1＞選挙区と定数く咽

選
　
挙
　
区

区
　
　
域

定
　
数

第
一
選
挙
区

十
日
町
地
域

川
治
地
域

六
箇
地
域

四
　
人

第
二
選
挙
区

中
条
地
域

四
　
人

第
三
選
挙
区

吉
田
地
域

四
　
人

第
四
選
挙
区

下
条
地
域

三
　
人

第
五
選
挙
区

水
沢
地
域

五
　
人

　八箇地区でも一斉清掃
　市制施行30周年記念として5月からスタ

ートした「市民一斉清掃の日」。6月には
さらに清掃の輪が広まり、八箇地区（写真）

では￥子どもたちから婦人￥老人まで約／60

人が、朝6時～7時にかけて国道253号線沿

いの清掃を行いました。

　11月までの毎馴0日は一斉清掃の日。や

れるところから￥むりのない運動として。

＼＼清掃、、の輪をさらに広げていきましょう。

準
備
講
習
会
を
開
催

　
県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
危
険

物
取
扱
者
試
験
に
備
え
て
、
受
験
準

備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
習
対
象
者
　
乙
種
第
四
類
及
び

丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

■
期
日
お
よ
び
会
場
　
乙
種
…
七
月

五
～
六
日
・
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
湯
之
谷
村
）
　
丙
種
…
七
月
十
八

日
・
ク
ロ
ス
ー
0

■
受
講
料
　
乙
種
…
会
員
三
千
円
・

非
会
員
六
千
円
　
丙
種
…
会
員
二
千

五
百
円
・
非
会
員
五
千
円

■
申
し
込
み
　
受
講
希
望
者
は
、
講

習
開
催
日
の
十
四
日
前
～
七
日
前
ま

で
に
、
乙
種
は
小
出
郷
消
防
本
部
へ
、

丙
種
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
智

税
繕
閑
繍
叢
群
文
・

標
講
饗
募
藥
．
『

の
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、

　
国
税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署
で

は
、
全
国
の
高
校
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
作
文
」
を
、
中
学
生
か
ら

「
税
に
関
す
る
標
語
」
を
募
集
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
税
に
関
す
る
も

五
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

出
稼
ぎ
農
業
者

　
　
帰
省
大
会
を
開
催

囹
日
時
　
七
月
五
日
㈲
午
後
一
時
～

囹
会
場
　
市
農
協
福
祉
会
館

囹
会
費
　
一
人
二
千
円

　
出
稼
ぎ
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
、

お
た
が
い
の
健
康
を
喜
び
、
反
省
と

激
励
を
か
ね
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
参
加
の
と
り
ま
と
め
は
農
協
組
合

役
員
リ
ー
ダ
ー
が
行
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
・
農
業
委
員
会
ま
た

は
市
農
協
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

十
日
町
税
務
署
（
盈
五
二
－
三
一

八
一
番
）
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
数
　
一
人
一
編
、
作
文
は
三

千
字
以
内

締
め
切
り
　
九
月
五
日
㈱

表
彰
　
優
秀
作
品
に
は
、
国
税
庁

長
官
賞
（
作
文
）
や
国
税
局
長
賞

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
　
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
」
の
強
調
月
問
で
す

　
運
動
期
間
中
、
街
頭
チ
ラ
シ
の
配
布
を
は
じ
め
、
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
．
不
良

図
書
追
放
運
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
、
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
、
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
九
日
㈲
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

◆
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
　
商
工
福
祉
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル
で
「
公
開

ケ
ー
ス
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

　　無ボランティア交流会

義．喬ハイ串ンヴ
囹日時　7月8日（日）午前8：30、十日町

　　　駅前集合（雨天決行）

囹行先　マントパーク津南

團会費　おとな700円、小学生300円

囹用意するもの　昼食、水筒、敷物

圃申し込み　6月30日（土）までに、十日

　　　　　町市社会福祉協議会（市
　　　　　役所内、盈57－311！番㊨

　　　　　134）へ。

◎ボランティア活動を通して知り合っ

　た仲問で楽しい一日をすごしましょ

　う。重度障害をお持ちの方はマンツ

　ーマンで介助します。ぜひご参加く

　ださい。

囹主催　十日町市ボランティア・ビューロー

　　　十日町市社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　簡

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
ふ
つ
う
、
退
職
金
は
一
つ
の
会
社

が
自
分
の
と
こ
ろ
で
働
い
た
従
業
員

が
や
め
た
と
き
に
支
払
う
も
の
で
す

が
、
建
設
業
の
現
場
作
業
員
の
よ
う

に
、
工
事
ご
と
に
事
業
主
が
か
わ
る

よ
う
な
人
の
た
め
に
は
、
一
つ
の
会

社
で
は
な
か
な
か
退
職
金
の
制
度
が

作
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
建
設
業
の
事
業
主
が
み

ん
な
協
力
し
て
掛
金
を
出
し
合
い
、

建
設
業
の
中
で
働
く
共
通
の
作
業
員

の
た
め
に
、
退
職
金
を
払
お
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
「
建

設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
で
す
。

◎
加
入
申
し
込
み
　
事
業
主
が
自
分

の
と
こ
ろ
で
雇
っ
て
い
る
作
業
員
の

た
め
に
行
い
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
作
業
員
　
現
場
で
働

く
方
々
な
ら
、
職
種
に
関
係
な
く
対

象
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
掛
金
の
納
め
方
　
事
業
主
は
、
も

よ
り
の
銀
行
か
ら
「
共
済
証
紙
」
を

買
っ
て
、
毎
月
の
賃
金
の
支
払
い
日

）

鑑茎羅
　
　
　
己
、
・

に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
業
員
の
共
済
手
帳
に
は
り
つ

け
、
消
印
を
す
れ
ば
掛
金
を
納
め
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
こ
の
制
度
の
特
典
　
国
が
作
っ
た

制
度
で
す
か
ら
、
安
全
・
確
実
で
、

し
か
も
民
間
の
経
営
す
る
制
度
に
比

べ
で
有
利
で
す
。
ま
た
、
事
業
主
が

払
っ
た
掛
金
（
証
紙
代
金
）
は
全
額

免
税
に
な
り
ま
す
。

◎
加
入
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
　
建
設
業
・
清
酒
製
造
業
・
林
業

退
職
金
共
済
組
合
新
潟
支
部
（
新
潟

市
学
校
町
通
二
番
町
・
新
潟
建
設
会

館
内
、
費
〇
二
五
二
ー
二
二
ー
七
一

〇
一
番
）
へ
。
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推進母体
十臼簿小学校同PT　A

赤　倉小学校同P　T　A

中　条小学校同P　T　A

　東　小学校同P　T　A

飛　一一小学校同㌘TA

飛一三ッ山分校　同PTA

飛　二小学校同P　T　A

飛二枯木又分校　同P　T　A

六　箇小学校同P　T　A

川　治小学校同P　T　A

八　箇小学校同P　T　A

吉　田小学校同P　T　A

鐙　島小学校同PTA
真　田小学校問RTA

青少年育成十鼠町薦民会議

十日町地区青少年育成会

物』

名猛出小挙校同PTA
下　条小学校一同P　T　A

l豪下組小学校同PTA
氷一沢滋・撃校’同碧TA

饗繋．、囎小学校同PTA

馬　場小学校周PTA
馬場珠田分校同P　T　A

西　小学校同P奮A
十日町中学校圃P　T　A

中　条中学校同P　TA

F南　中学校同RTA
吉　田中学校同P　T　A

　市内の小・中学校では、生徒指導の「共通のきまり」をつぎのように

決めています。みなさんも気がついたら、よその家の子でも一声かけて

やってください。

◆服装について

男子　昭和56年から郡市中学校、高等学校でRマーク付標準服をもって郡市
中高校の制服としている。

女子　各校制服を制定している。

男女共通　校外に出るときは制服を着用する。校内においては華美にならな
いこと。

◆頭髪について

男子　前髪がマユにかからない、耳にかぶらない、後ろえ｝）にかからない。

女子　前髪がマユにかからない、後ろえりの下にかからない。

◆外出について

・外出時は行き先、帰宅時間をきちんと家人に伝える。

・必要がない場合、街を回ったり、たむろしない。

・夜の外出は禁止。必要の場合は（祭り・その他）学校で指定する。

・ゲーム場への出入りは父兄同伴でも禁止。

・生徒同志の飲食店の出入りは禁止。

・生徒同志で金銭をもち寄ったり、公共物を利用した集合はしてはならない。
・映画は学校で許可する（許可制）。

◆交通について
・歩行マナーを守ること（各中学では一列と二列のいずれかの指導をしている）。

・自転車は業者の整備点検を必要とし、学校に整備終了証を提出している。

ドロップハンドルは禁止している。

◆あいさつ
下条中学校同PTA近所の人に進んであいさつをする。
水　沢塗学校i司PTA

中条地区青少年育成協議会

川治地区青少年健全育成協議会

六箇地区青少年育成協議会

飛渡地区育成会

畜田地区青少年育成協議会

下条地区青少年育成会

水沢地区青少年健全育成協議会

十日町布少年育成センター

囹最近の徴候

・髪を染める、パーマをかける、化粧をし
たがる生徒が増えている。

・ことばがツッパリ調になってきている。

返事・あいさつなどの心の表現、感謝の表現
がうすい。

・字がツッパリ文字（マンガ調）になって
きている。

副．

／
．
薫
義

7
欝
鰯
瞬
海

纂
塗
．
畢
ざ
V
乱
”
羨
、
妻

■
ノ
妻
，
、

鵬
蛙
c
o

，　、

“

◎
あ
ち
こ
ち
で
白
ア
リ
の
被
害
が
で
　
　
分
退
治
で
き
ま
す
が
、
羽
ア
リ
は
全

て
い
ま
す
。
お
宅
は
大
丈
夫
で
す
か
。
　
体
の
四
～
五
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
方
法
で
点
検
し
て
み
　
　
・
被
害
が
ほ
と
ん
ど
進
行
し
て
い
な

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
場
合
に
は
、
市
販
の
有
機
燐
剤
（
残

．
床
下
に
も
ぐ
っ
て
ハ
ン
マ
ー
で
柱
　
　
効
性
の
高
い
も
の
）
も
効
果
的
で
す
。

を
た
た
い
て
み
る
と
空
洞
音
が
し
ま
　
　
被
害
箇
所
に
よ
く
浸
透
す
る
よ
う
吹

せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
付
け
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ア
リ
の
通
っ
た
道
が
あ
り
ま
せ
ん

ン
　
　
の切
木
の
根
・
物
干
な
ど
の
下
部
を
堀
　
ボ
タ
ン
型
電
池
回
収
に

・
て
み
る
と
白
ア
リ
が
い
ま
せ
ん
牟
　
　
　
ご
＊
協
＊
力
＊
を

・
じ
め
じ
め
し
た
地
面
の
上
に
置
い

た
木
片
を
お
こ
す
と
白
ア
リ
が
い
ま
　
　
　
電
卓
や
時
計
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
ボ
タ
ン
型
電
池
が
最
近
問
題
に

・
羽
ア
リ
が
見
つ
か
っ
た
ら
被
害
が
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来
に
比
べ
て
ボ

か
な
り
進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
く
だ
　
　
タ
ン
型
電
池
の
使
用
範
囲
が
大
幅
に

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
中
に
含

◎
点
検
し
て
白
ア
リ
が
い
そ
う
だ
っ
　
　
ま
れ
る
有
害
物
質
（
水
銀
）
に
よ
る

た
ら
つ
ぎ
の
方
法
で
駆
除
し
ま
す
。
　
　
土
壌
汚
染
が
将
来
に
お
い
て
懸
念
さ

た
だ
し
、
白
ア
リ
を
完
全
に
駆
除
す
　
　
れ
ま
す
。
汚
染
が
進
ん
で
し
ま
っ
て

る
こ
と
は
素
人
で
は
大
変
難
し
い
の
　
　
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。
使
用
済
み

で
、
早
目
に
専
門
業
者
に
相
談
す
る
　
　
の
ボ
タ
ン
型
電
池
は
販
売
店
で
引
き

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
　
　
　
　
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
羽
ア
リ
は
市
販
の
殺
虫
剤
で
も
十

　
　
　
大
・
猫
の
引
き
取
り
を
実
施

　
魚
沼
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
で
　
　
円
、
仔
犬
・
仔
猫
で
十
頭
ま
で
千
円

は
毎
週
木
曜
日
、
十
日
町
保
健
所
で
　
　
で
す
。
申
込
書
は
市
・
市
民
生
活
課

は
つ
ぎ
の
日
（
午
前
十
時
～
十
一
時
）
　
環
境
係
に
あ
り
ま
す
。

に
引
き
取
り
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
詳
細
は
、
十
日
町
保
健
所
（
盈
五

％
・
5
・
1
0
・
1
7
・
1
9
・
2
4
・
31
　
　
七
－
二
四
〇
〇
番
）
か
市
・
市
民
生

％
．
2
1
・
2
3
・
2
8
　
　
　
　
　
　
　
　
活
課
環
境
係
（
智
五
七
－
三
二
一

％
∵
6
・
2
0
・
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
㊥
一
四
〇
・
一
四
一
）
へ
。
、

　
手
数
料
は
成
犬
・
成
猫
で
一
頭
千
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市制施行30辟記念　て見22a

　　5万市民ラジオ体操大集会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
～健康なからだをつくろう一　　　　1
　　　　　　・…健康なまちをつくろう～重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
　■期　日　　7月22日（日）小雨決行　　　　堂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　■会場　　県立十日町高校グラウンド　ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立西小学校グラウンド　　　？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
　　　　　　　　　（雨天の場合は体育館で行います）ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★当日朝6時までにいずれかの会場蓼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　においでください。　　　　　　乳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

貌
，
駅

7月22日に地区運動会

が開催される会場でも

ラジオ体操大集会が開

会式の中で行われます

7月のおも塗ス雛一以稀事離難

期日 行　　事　　名 会　　場 主　　管

ク彌
（日）

第38回（野球）

新潟県知事杯十日町地区予選
市内野球場7ヵ所 市野球連盟

％㈱ 軟式庭球ナイター講習会 庭球コート（城ヵ丘） 市軟式庭球連盟

％（日）
第13回（バドミントン）

魚沼隣接市町村親善大会
市民・十中体育館 市バドミントン協会

〃
市制施行30周年記念
5万市民ラジオ体操大集会

＋高グラウンド他 十　日　町　市

〃
市制施行30周年記念

地区統一運動会 各地区会場
地区体育協会

％．29

（土・日） ジュニアサッカー教室 信濃川運動公園 市サッカー協会

〃 市民ハイ　キ　ン　グ 会　　　　　津 市山岳協会

％（日） 第4回（軟式庭球）

赤M杯クラブ対抗戦
信濃川運動公園 市軟式庭球連盟

〃 ジュニアバレーボール教室 未　　　　　定 市バレーボール協会

％（月）
（柔道）

暑中けいこ・少年団夏期練習
武　　道　　館 市柔道協会

未定
第16回
ナイター陸上郡市対抗予選会

十高グラウンド 市陸上競技協会

〃 一泊サイ　ク　リ　ング 未　　　　　定 市サイタリング協会

％一欝

（火一金）
婦　人　水　泳　教　室 市民プール 市教育委員会

ウ
・
人
Y
人
Y
人
Y
ウ
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
ウ

》広げよう…市民の中にスポーツの輪を

　　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪をく

フジタエ業・ジュニアサッカー教室

■主催主管　十日町市サッカー協会

■期　　日　7月28日（土）～29日（日）

■会　　場信濃川運動公園サッカーコート

　　　　市民体育館（雨天時）

■対　　象小・中・高校生

■講　　師　フジタ工業サッカー部　　　■主催

　　　　　（日本リーグ1部）

■申し込み　市民体育館内　　　　■期日

　ジュニアサッカー教室係

■締め切り　　　　　　　■会場　下条中体育館

　7月10日（幻

　　　　　　　■講師　ヤンマー

慾、サ藷ブール

　　＼

　　　　　　　　ヤ
　　　　　　　　ン
　　　　　　　　マ
下条地区体育協会　1

　　　7月1日（日）釜

　　　　　　　　本
　　午後1時開講
　　　　　　　　サ
　　　　　　　　ツ
およびグラゥンドカ
　釜本邦茂氏　　1

教
室

オーブン

罵、曾・．o

②
③

中
消
飛

④
⑦
⑩

〈総合成績〉

消防A
大井田

⑬新座
⑯樽

⑲消防

（詳細は市報％号を参照）　　り　　幼児…50円（保護者同伴）

1時問28分42秒

1時間29分44秒

1時間29分51秒

縷＋噸1麟鑑鍔磯欝）
“美しい景色とさわやかな初夏の　　暑■期

　　　　　　　　　　　　塞
　　　風をうけて15km歩こう・8
・期日7月・日（日）雨天決行1．対

■集合来迎寺　　　　　暑
．出発午前8時　　　暑’会
　　　　　　　　　　　　8
■参加費　大人500円・子供300円8

■申し込み、問い合わせ

　（6月29日締め切り）

市民体育館（台57－5208番）

庭野誠助（奮52－3861番）

※当日受け付けも可

条⑤庭実スキーク⑥スキークA

B⑧市　役　所⑨スキークB

座
沢
沢
都

D
B
A
宮

日

象
場

7月～9月の毎週日曜日

午前10時～正午

3年生以上の小学生男女

信濃川運動公園
　　　　テニスコート

暑■参加料　1，500円
8　　　　　　　（保険料・ボール代）
暑
8■申し込み、問い合わせ

暑　　　　湯沢一彦
88　　　　　　　（盈57－9166番・本町1上）

　〈区間ラップ〉

1区正野　健一（新座A）
3区柳　　博文（庭実スキーク）

5区岩凪　規子（宇都宮）

7区渡辺　修司（新座C）

8区滝沢　岳広（新座A）

2区池田　康人（大井田）

4区太田　篤宣（大井田）

6区村山　　壮（消防A）

7区阿部　一弘（新座B）

9区桑原　征蔵（新座A）
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ク
ラ
ブ
パ
ウ
ス
翻
の
ご
利
用
多

　
国
の
補
助
金
を
使
っ
た
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
が
、
下
条
中
学
校
、
吉
田
中
学

校
の
屋
内
体
育
館
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
学
校
施
設
の
開
放
を

促
進
す
る
こ
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
た

く
ま
し
く
心
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て

汗
を
流
し
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子

ど
も
た
ち
が
育
つ
よ
う
体
育
館
と
あ

わ
せ
て
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
使
用
料
は
無
料
で
す
。

設
置
校

施
　
設
　
の
　
内
　
容

申
し
込
み

下
条
中
学
校

智
蓋
⊥
壺
四
番

管
理
室
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
・

更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
i

責
任
者
を
明
確

に
し
て
、
各
学

校
へ
随
時
申
し

込
み
く
だ
さ
い
．

吉
田
中
学
校

智
五
二
⊥
天
七
八
番

指
導
員
室
・
ミ
：
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

・
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
・
用
具
室

市
民
登
山
の
参
加
者
を
募
集

と
　
き
　
七
月
二
十
八
日
～
二
十
九

日
（
二
十
八
日
午
後
七
時
出
発
）

行
　
先
　
会
津
駒
ヶ
岳

参
加
費
　
四
千
円
ぐ
ら
い

募
集
期
間
　
七
月
五
日
～
二
十
日

申
し
込
み
　
市
民
体
育
館
内
に
申
込

用
紙
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
定
員
（
五
十
人
）
に
な
り
ま
す
と
、

締
め
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
給
、
ゾ
映
写
機
操
作

　
認
定
講
習
会
の
お
知
ら
せ

日
時
。
内
容
　
①
七
月
十
日
㈹
　
午

後
六
時
三
十
分
～
九
時
（
講
義
）
②

七
月
十
一
日
㈱
　
午
後
六
時
～
九
時

（
実
習
）
③
七
月
十
三
日
働
　
午
後

六
時
三
十
分
～
九
時
（
テ
ス
ト
）

会
場
　
市
民
会
館

経
費
　
四
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

特
典
　
合
格
者
は
、
公
共
施
設
の
映

写
機
お
よ
び
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
画

を
無
料
で
借
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
市
・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
i
（
智
五
七
1
0
四
九
三
番
）
へ
。

締
め
切
り
は
七
月
七
日
㈹
。

博
物
難
雛
欝

あ
憾
魏
灘
縷
灘
灘
撚
叢
し
た

（
昭
和
5
9
年
5
月
1
日
～
6
月
1
0
日
）

山
内
軍
平
（
本
町
三
）
　
山
田
勝
治

（
本
町
一
）
　
湯
沢
喜
一
（
本
町
東

ヤ
　
　
　
　
ラ

ー
V
　
　
へ

　
　
　
　

さ
　
伽

だ
　
幡

　
　
　
　

く
　
耐

叉
羅

ず
の
賭

ゆ
で
隔

＊
ま
課

　
　
　
工

す
日
商

　
5
市

ま
ー
よ

り
朋
賭

ず
◆
備

ゆ

　7月：市民講座（本館）のご案内

～どなたでもお気軽にどうぞ～
　　　　　十日町市公民館（麿57－5011番）

講座名 講師 曜　日 期日 主な内容

近代小観 野本郁太郎 2・4金曜日 13・27日 雪　　　国

古文養入門 上村政基 2・4水曜日 11・25日

きょうの糾理 酒井　環 1・3水曜日 4・18日

焼　　　物 桑原晴一 毎週火曜日
3・10・17

24・31日

根津家の人た

ち一権力とた

十鯉矯発見 たかった閑徳

上村政基 6日 （かんとく）

近横の群像 と織協を基礎

づけた五郎右
衛門

奇矯（ききょ

う）の振舞だ
〃 〃 20日 けであったか

一服部泰庵の

天狗事件

一
）
　
庭
野
利
雄
（
西
本
町
二
）
　
両

津
市
郷
土
博
物
館
　
高
橋
久
蔵
（
川

西
町
）
　
山
田
貞
作
（
津
南
町
）

阿
部
国
治
（
若
宮
町
）
　
池
田
又
治

（
四
日
町
）
　
埼
玉
県
立
博
物
館

樋
口
玲
子
（
神
明
町
）
　
島
田
保
（
津

南
町
）
　
森
口
二
一
（
津
南
町
）

滝
沢
栄
輔
（
本
町
東
一
）
　
服
部
隆

（
笹
之
沢
）
　
阿
部
竹
二
（
山
本
町

三
）
阿
部
ト
ヨ
（
笹
之
沢
）
福

崎
正
（
田
麦
）
　
村
山
好
政
（
伊
達

二
）
　
水
原
博
物
館
　
長
谷
川
一
郎

（
下
山
）
　
中
央
学
術
研
究
所
　
上

◎ゆずります

品　名 規格な　ど 希望価格

自　　転　　車 署歳乏，異i中古 5，000円

オートバイ500cc 　　IGL500・中　古 90，000円
麻　雀　パ　イ

3
1
中
　 古 L500円～2，000円

編　　　　　機

3
。
中
　 古 相談で

食器乾燥機

旨
・
中
　 古 3，000円

サウンドミキサー一 　　3シャープ・中　古 3，000円

自動車1，600cc
　　：論力窄イ庖：中古 80，000円

ベッドマット
I
I
中
　 古 相談で

ヘアーサロン 　　1ドライヤー1中　古 相談で
シャ　ッ　ター 　　1車庫用1横2m50cm 10，000円

コンバイン用トレーラー

1
・
中
　 古
1

30，000円

◎ゆずってください

品　名 規格など 希望価格

冷　　蔵　　庫　　1小　　型1中　古 相談で
耕運機水田車輪

旨
1
中
　 古 相談で

自　　転　　車
　　：
18インチ・中　古 相談で

洋　　　　　服 　　1艦辞甫1中古 相談で

時間はいずれも夜7時～9時
味の手縁どき 上村 知孝 2・4木曜日 12・26日

坊
藤
五
郎
（
本
町
七
）
　
秋
田
県
立

博
物
館
　
村
山
憲
吾
（
岩
野
）
吉
田

中
学
校
　
二
瓶
虎
太
郎
（
昭
和
町
三
）

川
西
町
教
育
委
員
会
　
原
田
徳
三
郎

（
稲
荷
町
四
）
　
五
泉
市
教
育
委
員
会

新
潟
県
美
術
館
　
石
宙
善
（
大
韓
民

国
）
　
中
林
勇
雄
（
田
中
町
本
通
り
）

多
田
滋
（
小
貫
）
　
池
田
清
（
焼
野
）

長
谷
川
清
（
新
座
三
）
　
川
上
貞
雄

（
笹
神
村
）
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

時間は昼1時～3時

　
　
　
　
六
月
八
日
～
十
四
日
に

ヤ
》
　
、

　
　
　
カ
け
て
　
ク
ロ
ス
m
に
お

ジ
い
て
「
ジ
ヤ
ワ
更
紗
（
さ

十日町の

人1こ

　　　　なりました
ロ　ヨ　モ

　雲野　鼻善手さん　　〔46〕

　　　まつとう
～石川・松任市から～

★
県
都
金
沢
市
か
ら
車
で
三
十
分
の

海
辺
の
街
・
松
任
市
か
ら
今
年
三
月

に
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、
春

田
町
一
の
雲
野
吉
康
さ
ん
（
呉
服
販

売
業
・
2
7
歳
）
の
と
こ
ろ
に
嫁
い
で

来
た
外
喜
子
さ
ん
（
2
2
歳
）
。

★
二
人
は
、
東
都
の
呉
服
卸
会
社
で

の
先
輩
・
後
輩
の
閥
柄
。
　
「
真
面
目

で
店
の
人
、
お
得
意
先
に
信
馬
が
深

く
、
こ
の
入
な
ら
ば
…
」
　
（
外
童
与
丁

さ
ん
）
。
「
会
社
で
人
気
者
で
し
た
。

と
に
か
く
明
る
く
、
活
発
な
性
格
に

ま
い
り
ま
し
た
鼠
吉
康
さ
ん
）
。
ご

両
親
も
「
本
当
に
楽
し
い
人
で
す
」

と
相
づ
ち
。
i
四
年
閥
の
交
際
後
ゴ

ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

★
郷
里
で
雪
の
生
活
は
経
験
し
て
い

た
外
喜
子
さ
ん
も
、
雪
捨
て
場
と
な

っ
た
春
日
公
園
の
雪
の
山
に
は
「
ビ

ッ
ク
リ
、
寒
か
っ
た
で
す
」
と
第
一

印
象
を
。
「
で
も
こ
れ
か
ち
は
雪
お
ろ

し
も
し
ま
す
よ
」
と
フ
ァ
イ
ト
満
々
。

学
生
時
代
に
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

に
入
部
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

★
現
在
、
編
み
機
の
販
売
会
社
に
勤

め
て
約
一
ヵ
月
。
仕
事
は
、
セ
…
ル
ス

と
趣
味
で
あ
る
編
み
物
の
講
師
見
習

い
中
だ
そ
う
で
す
。

　
「
来
た
ば
か
り
で
顔
な
じ
み
の
方

も
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
に
私
を

ピ
ー
ア
ー
ル
で
き
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
。

実
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
θ
と
現
代
っ
子
ら
し
い
言

葉
も
。

★
外
喜
子
さ
ん
の
一
言
に
終
始
な
ご

や
か
な
一
家
団
ら
ん
。
　
”
何
点
ぐ
ら

い
の
お
嫁
さ
ん
で
す
か
”
に
「
私
も

若
返
っ
た
よ
μ
と
お
ば
あ
さ
ん
。
笑

顔
の
こ
ぼ
れ
る
外
喜
子
さ
ん
で
す
。

ら
さ
）
展
」
が
開
催
さ
れ
、
一
、
三
〇
〇

人
の
入
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ワ
更
紗
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
特
に
ジ
ャ
ワ
で
普
及
し
た
民
族
染

織
品
で
、
今
回
は
約
八
十
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
展
の
監
修

者
で
あ
る
共
立
女
子
大
教
授
、
北
村

哲
郎
氏
の
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一　「下「｝
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よ原団題倥竈霞
県住宅供給公社では、つぎのとおり上編

ます。この住宅展は「地域特別分譲住宅葺

殴示金窟開催
上原団地において住宅展示会を開催し

宅葺という制度で、一定の所得以下の

方が持家を取得しやすくするために、

住宅金融公庫の割増融資と、この融資

金に対して、県が年1％に相当する額

を当初5年間にわたづて利子補給する
ものです。

ロ展示期間　8月2日～8月19日

ロ展示戸数　8戸（木造住宅2階建、
　高床式）

ロ分譲予定価格　1，245万3干円～

　1，588万8千円（工戸当たり）

・公庫融資見込額900万円（利率一当初

　10年聞5．5％、11年目以降7．2％〉

・公社立替金510万円（利率7．7％〉

・自己資金125万3千円から

口間い合わせ　市・建設課建築住宅係へ

一現地で施行中の建物をぜひごらんく

　　　　　　　　　　　ださい　・

現地案内（中条上原新町）

園
　
　
　
停

至川ロ

中条小学校 中条保育園●

支

＞　　●

　魚沼中条

　●
くみあい

県
道
田
川
⊃

郵便局 生活センター
北

｛主 原
　宅
公｛共

線
中条バス停 率土給

国
旭ケ丘

道
魚沼中条駅 団地

旧
号
線 現地⇒

桂公

至 至
上原バス

十
日

十

町
日
町

一
市
街 一㊨

市
街

院
　
　
　
Q
⊥
　
　
　
区
館

蝿
雑
　
　
　
　
雑
民

厚
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
公

中条国1

中学校

　
　
消
費
者
の
豆
知
識
⑨

　
　
　
〔
揚
げ
油
の
上
手
な
使
い
方
〕

★
同
じ
油
を
繰
り
返
し
て
使
う
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
か
、
さ
し
油
は
し
な
い

ほ
う
が
良
い
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
た
た
め
、
揚
げ
油
の
使
用
回
数
は
三
回
く
ら
い

ま
で
の
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
使
用
テ

ス
ト
で
は
、
一
回
に
約
四
人
前
の
材
料
を
、
減
っ
た
分
だ
け
さ
し
油
し
な
が
ら

揚
げ
る
と
、
六
回
使
っ
て
も
油
は
ほ
と
ん
ど
変
化
せ
ず
、
揚
げ
物
の
外
観
や
風

味
も
損
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

★
油
の
劣
化
は
、
揚
げ
物
の
種
類
（
天
ぷ
ら
、
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

イ
、
か
ら
揚
げ
な
ど
）
に
よ
る
影
響
よ
り
も
、
油
温
を

必
要
以
上
に
高
く
す
る
と
促
進
さ
れ
る
の
で
、
揚
げ

物
を
す
る
場
合
は
、
油
の
温
度
管
理
に
充
分
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
使
用
後
の
油
は
、
温
度
が
下
が
る
と
粘
り
が
出
て

こ
し
に
く
く
な
る
の
で
、
十
五
分
程
し
て
油
温
が
八

○
℃
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
、
こ
し
て
ふ
た
付
き
の
容

器
に
入
れ
暗
所
に
保
管
し
ま
す
。

温摩管埋

～、！　rl

　　　　舞

愚
　　■一竃

用に使用して

事が行う定期

れています。

検査を実施し

検してくださ

）ないかたで、

いるかたは受

受検できない

検できますの

中に受検しな

県計量検定所

はかりの

定期検査定期検査を実施
　計量法によって、取引や証明月

いる「はかり」の使用者は、知尋

検査を受けることが義務づけら才

　ことしも、下表のとおり定期右

ますので、対象者はもれなく受右

い。個人通知をしますが、通知の

はかりを取引・証明に使用してレ

検をお願いします。なお、当日崔

場合は、期間中の他の日時に受†

で事前にご連絡ください。期間「

い場合は、後日、三条市の新潟り

まで行かなければなりません。

　詳細は、市・商工課（盈57－3

231）へ。

3111番⑧230、

定期検査日程表
期霞 受付蒔間 会場 　　　　　　柚検蒼実施区域

7
月
3
日
（
火
）

午
前

9：00
～10：15

十
日
町
市
民
体
育
館
學
校
町
↓
T
E
L
6
7）

5
2
0
8

O本町1上・下O本町東・西1

10：15
～11：30 O高田町1・20田中町全域

午
後

1：00
～2：15

O本町4・5・6全域

2：15
～3：30 O本町2・3

4
日
（
水
〉

午
前

9：00
～10：15 O高田町3全域O昭和町全域

10：15
～11：30

O丸山町O西寺町〇七軒町O泉町
O関口樋口町O加賀糸屋町O駅通り

午
後

1：00
～2：15

O稲荷町全域O西浦町東・西

2：15
～3：30

O西本町1・20千代田町O八幡田町

O若宮町O下川原町O宮下町東・西

O諏訪町O神明町O水野町O学校町1・2

5
臼
（
塞
）

午
前

9：00
～10：15

O上川町O川原町O田川町全域
O島O江道O猿倉O津池O菅沼
O大池O赤倉O本町7全域

10：15
～11：30

O新座全域O錦町1・20千歳町
O美雪町1・2・30春日町1・2・3

午
後

1：00
～2：15

O山本町全域O寿町全域O河内町

2：15
～3：30 0高田町4・5・6

6
鐘
（
金
）

午
前

9：00
～10：15 O袋町全域O栄町O旭町

10：15
～11：30 o高山全域

採
用
試
験
響
実
施

　
県
人
事
委
員
会
と
県
警
察
本
部
で

は
、
来
春
四
月
採
用
の
男
子
警
察
官

A
（
大
卒
）
の
採
用
試
験
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

…
1
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
…

｝
　
　
　
智
5
2
の
3
2
7
6
番
㎜

皿
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
㎜

…
　
　
　
智
6
3
の
2
1
1
1
番
皿

㎜
8
日
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

…
　
　
　
智
5
5
の
2
0
0
3
番
…

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
二

…
　
　
　
智
6
5
の
3
1
6
1
番
…

…
1
5
日
　
第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）
　
…

｝
　
　
　
智
6
8
の
2
0
1
8
番
…

…
2
2
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
丁
目
二

…
　
　
　
盈
5
2
の
2
5
8
1
番
㎜

…
2
9
日
山
口
医
院
（
袋
町
中
区
）
…

…
　
　
　
智
5
2
の
2
1
7
4
番
…

目
受
付
期
間
　
六
月
一
日
～
七
月
二

十
一
日

■
一
次
試
験
日
　
七
月
二
十
九
日

■
受
験
資
格
　
昭
和
三
十
二
年
四
月
、

二
日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
（
短

大
を
除
く
）
を
卒
業
も
し
く
は
来
春

三
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
採
用
予
定
人
員
　
約
三
十
人

■
受
験
手
続
き
　
申
込
用
紙
は
十
日

町
警
察
署
（
河
内
町
、
盈
五
二
－
三

一
七
一
番
）
に
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
警
察
署
ま
た
は

お
近
く
の
派
出
所
、
駐
在
所
に
問
い
・

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
二
十
六
日
㈹
　
正
午
～
午

後
四
時
半
　
丸
山
町
、
稲
荷
町
一
、
稲

荷
町
三
本
通
り
、
稲
荷
町
西
、
駅
通

り
、
旭
町
、
本
町
六
ー
一
、
二
、
西

本
町
一
、
二
の
各
一
部
、
稲
荷
町
二
、

稲
荷
町
三
北
、
稲
荷
町
三
南
、
八
幡

田
町
、
本
町
六
ー
三
、
昭
和
町
四
の

全
部
　
▼
六
月
二
十
七
日
㈱
　
午
後

一
時
半
～
四
時
半
中
平
、
名
ケ
山
，

の
全
部
　
▼
六
月
二
十
八
日
㈲
　
正

午
～
午
後
四
時
　
駅
通
り
、
本
町
三
、

四
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
、
西
、
川

原
町
の
各
一
部
　
▼
六
月
二
十
九
日

働
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
江
道

み
一
部
、
猿
倉
、
津
池
、
菅
沼
、
大

池
、
赤
倉
の
全
部
　
▼
七
月
二
日
㈲

午
前
八
時
半
～
正
午
　
宮
下
町
東
、

西
、
本
町
東
一
丁
目
の
各
一
部

▼
七
月
五
日
㈲
　
午
前
九
時
～
正
午

諏
訪
町
、
川
原
町
、
水
野
町
、
神
明

町
、
学
校
町
一
の
各
一
部
　
▼
七
月

十
日
㈹
午
前
九
時
～
午
後
一
時

小
泉
第
一
、
稲
葉
の
各
一
部
、
吉
田

山
谷
の
全
部
　
▼
七
月
十
一
日
㈹

正
午
～
午
後
四
時
　
北
新
田
第
一
の

一
部
　
▼
七
月
十
三
日
㈹
　
午
前
八

時
～
午
後
一
時
　
川
治
内
後
、
北
新

田
第
一
の
各
一
部
、
谷
内
丑
第
一
、

第
二
の
全
部

灘
．
搬
灘
艶
戴
纏
健
．
濠
診
備
貫
、
鵜
　

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

7
月
n
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

56

年
1
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

7
月
2
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

58

年
1
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
な
ら
び
に

育
児
学
級

7
月
2
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

59

年
3
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

7
月
2
3
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時

58

年
9
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
諒
欝
伽
親
胆
隷
羅
難
語
い
に
み
が
い
て
き
て
く
だ
さ
い
・


